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一般質問

とだ議会だより 153 号

「緊急地震速報」　　　　　 
　　　活用・早期導入 

三浦 芳一 議員 

「緊急地震速報」の 
　　　活用・早期導入を 
　　　　     「市民への周知を検討する」 

公
共
施
設
整
備
基
金
　 

導
入
　
　
将
来
負
担
軽
減 

公
共
施
設
整
備
基
金
を 

導
入
し
て
将
来
負
担
軽
減
を 

菅
原
 
文
仁
 

議
員 

 

「 

基
金
は
有
効
。
前
向
き
に
検
討
す
る
」 

 

議
員
　
10
月
１
日
よ
り
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
「
緊
急
地
震
速
報
」
の

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
が
、
本

市
と
し
て
そ
の
対
応
と
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

総
務
部
長
　
適
切
に
活
用
さ

れ
れ
ば
、
地
震
災
害
の
軽
減

に
役
立
つ
情
報
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
の
入

手
方
法
、
情
報
提
供
方
法
、

利
用
の
心
得
な
ど
を
周
知

し
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
①
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
」
を
使
い
、
市
内

全
域
に
防
災
無
線
で
放
送
で

き
な
い
か
。
②
小
中

学
校
な
ど
公
共
施
設

に
受
信
機
の
設
置

を
。
③
携
帯
電
話
に

一
斉
送
信
す
る
な

ど
、
24
時
間
ど
こ
に

い
て
も
、
全
市
民
に

伝
え
る
シ
ス
テ
ム
の

早
期
構
築
が
で
き
な

い
か
。

総
務
部
長
　
①
有
効

な
情
報
提
供
に
な
る

の
で
、
早
急
に
検
討

す
る
。
②
研
究
し
た

い
。
③
携
帯
電
話
会
社
の
取

り
組
み
状
況
を
勘
案
し
、
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
発
生
予
防
か
ら
早
期

発
見
、
早
期
対
応
、
適
切
な

児
童
の
保
護
、
自
立
の
支
援

に
至
る
ま
で
、
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
ん
だ
施
策
の
展
開
を

お
願
い
し
た
い
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　
保
健
師
に
よ
り
、
全
出
生

児
と
そ
の
母
親
を
対
象
に
戸

別
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。

未
訪
問
児
は
４
ヵ
月
児
健
診

へ
の
流
れ
の
中
で
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
を
目
指
す
。

福
祉
部
長
　
産
前
産
後
支
援

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事
・
育

児
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
子

育
て
に
関
す
る
軽
易
な
相
談

に
応
じ
る
こ
と
で
、
育
児
負

担
の
軽
減
や
悩
み
の
解
消
を

図
り
、
虐
待
が
未
然
に
防
止

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

▲一朝有事に備えて真剣な訓練が行われています

議
員
　
①
市
の
財
源
確
保
に

対
す
る
姿
勢
を
改
め
て
伺

う
。
②
使
用
料
・
手
数
料
等

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

③
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

④
広
報
有
料
広
告
事
業
の
現

状
と
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤
法
定
外
目
的
税
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

⑥
計
画
的
な
公
共
施
設
管
理

運
営
を
期
す
る
た
め
に
、
公

共
施
設
の
整
備
等
を
目
的
と

し
た
基
金
を
設
立
せ
よ
。

総
合
政
策
部
長
　
①
平
成
18

年
度
一
般
会
計
の
自
主
財
源

比
率
は
79
％
で
、
高
い
水
準

で
あ
る
。
自
主
財
源
は
行
政

活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を

確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
多
様
化
、
高
度
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
確

保
に
努
め
る
。
②
今
年
度
「
使

用
料
及
び
手
数
料
に
関
す
る

調
整
会
議
」
を
設
置
し
、
コ

ス
ト
の
公
平
性
の
面
か
ら
受

益
者
負
担
の
見
直
し
基
準
を

策
定
し
て
、
関
係
各
課
と
検

討
す
る
。
③
本
来
の
補
助
金

の
意
義
を
十
分
踏
ま
え
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
て
い

る
か
検
討
し
、
統
一
し
た
基

準
を
設
け
、
平
成
22
年
度
ま

で
に
10
％
を
目
標
に
削
減
す

る
。
④
現
在
は
広
報
戸
田
市

４
枠
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
６
枠

で
あ
り
、
掲
載
料
は
月
１
万

円
で
あ
る
。
今
後
は
現
在
の

枠
数
、
掲
載
料
を
維
持
し
な

が
ら
、
構
成
や
バ
ラ
ン
ス
に

工
夫
し
て
い
き
た
い
。
⑥
多

く
の
公
共
施
設
の
耐
震
補
強

や
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め

の
財
源
確
保
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
基
金
の
設
置
は

有
効
な
も
の
で
あ
る
。
年
度

市
民
生
活
部
長
　
⑤
平
成
16

年
12
月
に
「
市
税
調
査
研
究

会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
し

た
が
、
現
在
は
具
体
化
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

間
の
財
政
調
整
を
図
り
、
一

般
財
源
の
平
準
化
を
保
つ
必

要
性
か
ら
、
計
画
的
財
政
運

営
の
た
め
に
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

▲将来を見越した財政運営を

児
童
虐
待
発
生
予
防
対
策

の
強
力
な
推
進
を
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とだ議会だより 153 号

学校　　親のクレーム　　　　　 
　　　　　　　　万全 

奥田 実 議員 

学校への親のクレーム 
　　　　　対策を万全に 
 　  「管理職を中心に組織的に対応する」 

議
員
　
近
年
、
親
に
よ
る
学

校
へ
の
ク
レ
ー
ム
が
全
国
的

に
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
市

の
現
状
と
、
場
合
に
よ
っ
て

は
弁
護
士
を
交
え
る
な
ど
、

専
門
家
に
よ
る
対
応
組
織
な

ど
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
か
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
発

生
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

か
。

教
育
長
　
本
市
に
お
い
て

は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
よ
う

な
、
理
不
尽
な
要
求
・
要
望

は
な
い
が
、
教
員
の
対
応
へ

の
誤
解
、
情
報
不
足
が
原
因

に
よ
り
、
対
応
に
苦
慮
す
る

事
例
は
報
告
さ
れ

て
い
る
。
学
校
は
、

こ
う
し
た
要
求
に

対
し
、
ま
ず
は
保

護
者
の
声
を
よ
く

聞
き
、
意
思
疎
通

を
図
り
、
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い

る
。

　
し
か
し
、
中
に

は
、
そ
れ
で
は
解

決
で
き
な
い
要
求

も
現
実
に
は
あ
る

の
で
、
管
理
職
が

中
心
に
な
り
組
織
的
に
対
応

▲先生も対応に一生懸命です（教職員PC研修）

を
図
り
、
必
要
に
応
じ
、
指

導
主
事
の
派
遣
な
ど
、
学
校

を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
今
後
、
各
学
校
の
状
況
を

踏
ま
え
、
国
・
県
の
動
向
、

他
市
町
村
の
事
例
を
参
考
に

指
導
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
を
使
用
し
た
“
ネ

ッ
ト
い
じ
め
”
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
現
状
と
対

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の

現
状
と
対
応
は

応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
本
市
に
お
い
て

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
い
じ
め
は
数
件
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
各
学
校
に
お
い
て
、
情
報

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
学
習
を

指
導
計
画
に
位
置
づ
け
、
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
職
員
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
研
修
を
実
施
し
、
指
導

法
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い

対
処
し
て
い
る
。

◀�

箱
も
の
だ
け
が
投
資
と
は
限
り

ま
せ
ん

し
い
財
政
運
営
を
強
い
て
き

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ

が
、
本
市
に
お
け
る
高
度
成

長
期
、
バ
ブ
ル
期
の
財
政
構

造
及
び
類
似
他
市
の
状
況
に

か
ん
が
み
れ
ば
、
も
っ
と
投

資
的
経
費
を
増
や
し
て
、
将

来
に
向
け
た
積
極
的
財
政
運

営
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

総
合
政
策
部
長
　
本
市
に
お

い
て
は
、
今
後
も
社
会
保
障

関
係
費
の
増
加
に
よ
り
消
費

的
経
費
、
経
常
的
経
費
、
義

務
的
経
費
の
割
合
が
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
コ

ス
ト
意
識
を
高
め
、
行
政
の

効
率
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

議
員
　
本
市
は
全
国
で
も
上

位
の
財
政
力
指
数
を
誇
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
土
地
開
発

公
社
へ
の
債
務
負
担
行
為
に

よ
る
将
来
へ
の
隠
れ
た
財
政

負
担
や
人
口
増
、
高
齢
化
に

よ
る
扶
助
費
負
担
の
増
加

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
苦

投
資
的
経
費
　 

積
極
的
　
財
政
運
営 

投
資
的
経
費
を
拡
大
し 

積
極
的
な
財
政
運
営
を
せ
よ 

遠
藤
 
英
樹
 

議
員 

　
「
健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
効
率
化
を
推
進
」 

 

公
会
計
制
度
改
革
へ
の

対
応
は

議
員
　「
新
地
方
公
会
計
制

度
研
究
会
」
の
報
告
書
に
基

づ
き
公
会
計
制
度
改
革
が
進

ん
で
い
る
。
３
年
後
を
目
途

に
公
有
財
産
台
帳
の
整
備
、

新
た
な
財
政
指
標
の
導
入
、

事
業
別
・
施
設
別
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
の
導
入
、
新
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
新
公
会
計

基
準
の
反
映
、
監
査
体
制
の

充
実
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル
へ
の
活
用
、
公
会
計
改

革
を
通
じ
た
職
員
意
識
の
改

革
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
の

改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

総
合
政
策
部
長
　
今
月
中
に

も
公
表
さ
れ
る
最
終
報
告
書

に
基
づ
き
、「
基
準
モ
デ
ル
」

「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」

の
検
討
を
行
い
、
関
係
課
と

の
調
整
の
上
、
公
有
財
産
台

帳
の
整
備
等
の
対
応
を
行
っ

て
い
く
。


